
未曾有の津波災害を経験した東日本大震災から10年。原発事故との複合災害によって現代社
会はその脆弱さを露呈しました。さらに、自然環境の変化や感染症対策など、これからの私
たちの社会はより大きく変わろうとしています。このシンポジウムでは、防災最前線でこの
課題に取り組む４人の新進気鋭の研究者とこれからの防災について考えます。 

プログラム 
　挨拶：木下 隆利（名古屋工業大学学長）　 

　 話題提供 　【13：35～15：00】 

　「官民連携による防災体制の構築に向けて」 
     　　阪本真由美（兵庫県立大学減災復興政策研究科教授） 

　「地域防災人材育成と連携」 　　小山　真紀（岐阜大学流域圏科学研究センター准教授） 

　「地域で暮らす医療ケアが必要な災害時要配慮者の命を守る減災への取り組み」   
     　　佐々木裕子（愛知医科大学看護学部在宅看護学准教授） 

　「コミュニティによる事前復興計画の意義と課題」 
     　　中居　楓子（名古屋工業大学社会工学プログラム助教） 

　第二部　パネルディスカッション　【15：10～16：00】 
　　  
　「ひと・まち・地域を育てるこれからの防災」 
  　　　　パ  ネ  リ  ス  ト   ：阪本真由美、小山　真紀、佐々木裕子、中居　楓子 

  　　　　コーディネーター：秀島　栄三（名古屋工業大学大学院教授）

第一部

2020年度　名古屋工業大学高度防災工学研究センター防災シンポジウム 

ひと・まち・地域を育てるこれからの防災 
　～南海トラフ巨大地震に打ち勝つ最前線の取り組みを知る～

2021.3.10 wed. 13:30  16:00  
@オンライン開催　開場13：00　参加費：無料（事前申込制）

  主催：名古屋工業大学高度防災工学研究センター　　  後援：東海圏減災研究コンソーシアム

問い合わせ：名古屋工業大学　井戸田 秀樹（idota@nitech.ac.jp）

申込方法：右記QRコード，またはhttp://adpec.web.nitech.ac.jpよりお申し込み下さい。オンライン会場にアク
セスするための情報をお送りします。

　


